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要旨 

 いくつかの遷移元素の酸化物を用いてサファイアの結晶を作製したところ、淡青色のも

のが多くできた。これらは用いた試料中に不純物として含まれる化学成分によって着色さ

れたと考えられるため、結晶の反射スペクトルを測定したり、結晶に含まれる化学成分を X

線光電子分光(XPS)で測定したりして着色の原因を調べた。その結果、淡青色の結晶は試料

に用いた氷晶石に不純物として含まれる酸化鉄(Ⅲ)(Fe2O3)による影響で着色されているの

だと考えられた。そのため、これらは次の着色の法則性の調査からは除外した。 

 着色の法則性を調べたところ、試料に用いた遷移元素の酸化物の反射スペクトルが短波

長側にずれたものが、結晶の反射スペクトルになることが分かった。また、遷移元素のイ

オンと酸化物イオン(O2-)の原子間距離が、アルミニウムイオン(Al3+)と酸化物イオンの原子

間距離よりも大きいほど、波長の移動が大きくなっていることが分かった。 


